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パラリンピアンに対する社会的認知度調査 
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調査概要 

（１）調査目的 

平昌 2018 パラリンピック大会の開催、東京 2020 パラリンピック大会の開催を控え、パラリン

ピアンに対する社会的認知度を測定する。前回調査との比較を行い、変化、傾向、要因など

を調査する。 

 

（２）調査内容 

主な調査内容は以下のとおりである。 

・パラリンピアンの社会的認知度 

・平昌 2018 パラリンピック大会の視聴状況 

・日常生活におけるスポーツ環境 

 

（３）調査対象 

全国の市町村に在住する 20 歳以上の男女 

 

（４）調査期間 

2018 年 6 月 28 日（木）～2018 年 6 月 29 日（金） 

 

（５）調査方法 

インターネットによるウェブ調査 

当財団調べ（マクロミルモニタを利用） 

 

（６）回答結果 

回答者数：2,060人

東日本エリア/男性/20 代 103 西日本エリア/男性/20 代 103

東日本エリア/男性/30 代 103 西日本エリア/男性/30 代 103

東日本エリア/男性/40 代 103 西日本エリア/男性/40 代 103

東日本エリア/男性/50 代 103 西日本エリア/男性/50 代 103

東日本エリア/男性/60 代以上 103 西日本エリア/男性/60 代以上 103

東日本エリア/女性/20 代 103 西日本エリア/女性/20 代 103

東日本エリア/女性/30 代 103 西日本エリア/女性/30 代 103

東日本エリア/女性/40 代 103 西日本エリア/女性/40 代 103

東日本エリア/女性/50 代 103 西日本エリア/女性/50 代 103

東日本エリア/女性/60 代以上 103 西日本エリア/女性/60 代以上 103
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（７）調査報告並びにトピック内に示した図表の注意事項 

クロス集計においては、原則 x2 検定分析による有意差検定で処理して、有意水準 1％を▲

▼、5％を△▽、10％を∴∵で表示するとともに、有意差が認められない場合には非表示とし

た。 
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要約 

 

 リオ大会に出場したパラリンピアンの 2 年経過後の認知度は減少傾向で、第 1 位の「国枝

慎吾」は 5.3 ポイント減の 28.7％、第 2 位の「上地結衣」は 1.4 ポイント減の 13.4％、3 位

の「成田真由美」は 1.0 ポイント減の 9.5％であった。 

 平昌大会に出場したパラリンピアンの認知度は、最も知られている選手が「成田緑夢」

（50.9％）、ついで「村岡桃佳」（9.6％）、「南雲啓佑」（9.0％）、「山本篤」（6.9％）、「新田

佳浩」（4.9％）であった。 

 実施競技の正答率が高かったのは「成田緑夢（スノーボード）」（84.1％）で、ついで、「村

岡桃佳（アルペンスキー）」（48.0％）、「森井大輝（アルペンスキー）」（25.0％）、「新田のん

の（クロスカントリー／バイアスロン）」（23.0％）、「狩野亮（アルペンスキー）」（22.5％）であ

った。 

 平昌大会の観戦形態は、「テレビのニュース番組で観た」が 45.6％で最も多く、ついで、

「テレビで中継番組を観た」（32.8％）、「テレビの選手・競技を紹介した特集番組を観た」

（11.2％）であった。いずれかの観戦形態で、観戦した競技は、「スノーボード」（49.8％）が

最も多く、ついで「アルペンスキー」（34.7％）、「クロスカントリー／バイアスロン」（16.7％）

であった一方、「わからない」が 28.5％であった。 

 平昌大会を観戦した感想は、「アスリートとして非常に優れていると感じた」（69.5％）が最

も多く、ついで、「障害の有無にかかわらず、スポーツは一緒にできると感じた」（65.6％）、

「障害者への偏見がなくなった、身近な存在に感じた」（61.5％）であった。「2020 年東京

パラリンピックを直接観戦したい」は 35.2％であった。 

 「自分以外の身近な人に障害者がいる」と回答した人では、「テレビで中継番組を観た」

「テレビのニュース番組で観た」「テレビの選手・競技を紹介した特集番組を観た」「（テレ

ビやインターネットの）その他の方法で観戦した」が有意に高かった。 

 「自分以外の身近な人に障害者がいる」と回答した人では、「障害者スポーツを直接観戦

したい」「障害者スポーツを体験したい」「障害者スポーツのボランティアをしたい」が有意

に高かった。 

 日常生活の中で障害のある人がスポーツを行う光景をみることがあるかについて、みるこ

とがある人の方が、特にインターネット動画の観戦形態において有意に高かった。  
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調査報告 
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１． リオ大会出場のパラリンピアンの認知度                                   

 

前回調査（2016 年度調査）に引き続き、リオ大会に出場した選手を対象に調査を実施した。

大会終了後、2 年が経過した 2018 年度時点での選手の認知度について、経年での変化をみ

た。「知っている」「聞いたことがある」を合わせた認知度において、前回調査第 1 位であった

「国枝慎吾」は 5.3 ポイント減、同 2 位の「上地結衣」は 1.4 ポイント減、同 3 位の「成田真由美」

は 1.0 ポイント減であった（図表１）。前回調査より認知度が上がった選手は、前回調査 4 位の

「一ノ瀬メイ」（0.4 ポイント増）、同 6 位の「山本篤」（2.7 ポイント増）の 2 名だけで、それ以外の

選手は、総じて前回調査よりも低い傾向を示した。 
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図表 1 リオ 2016 パラリンピック出場選手の認知度と正答率（上位 20 位） 

 

 

 

※前回比：「知っている」＋「聞いたことがある」の差 全体(N) 2060

NO 氏名 知っている
聞いたことが

ある
前回比※ 競技名 正答率

2018年 17.5 11.2 77.9

2016年 20.9 13.1 79.2

2018年 6.7 6.7 63.0

2016年 6.8 8.0 56.4

2018年 3.8 5.7 50.0

2016年 5.4 5.1 60.8

2018年 3.1 5.5 41.6

2016年 1.9 6.4 32.4

2018年 1.8 3.2 40.8

2016年 2.4 3.7 40.8

2018年 2.1 6.2 25.1

2016年 1.4 4.2 22.6

2018年 1.5 2.8 6.8

2016年 1.2 4.0 17.8

2018年 0.9 2.3 18.2

2016年 1.8 2.6 44.6

2018年 0.7 3.4 1.2

2016年 0.8 3.4 14.9

2018年 0.9 1.9 7.0

2016年 1.1 3.1 18.8

2018年 1.0 2.5 16.7

2016年 1.3 2.5 23.1

2018年 0.9 2.6 15.3

2016年 1.4 2.3 38.2

2018年 0.6 2.4 9.5

2016年 1.0 2.7 14.5

2018年 1.0 2.4 13.0

2016年 0.7 2.9 9.5

2018年 0.6 2.6 12.1

2016年 0.9 2.6 19.2

2018年 1.0 1.8 22.4

2016年 1.9 1.6 51.4

2018年 0.8 2.1 1.7

2016年 0.9 2.5 26.8

2018年 0.7 2.1 10.2

2016年 0.8 2.4 18.5

2018年 0.6 2.2 10.5

2016年 0.5 2.6 20.3

2018年 0.8 2.0 14.0

2016年 0.8 2.2 7.9

※辻紗絵は2018年に結婚。現在の性は重本（しげもと） （％）

3
成田　真由美

（なりた　まゆみ）
水泳▲ 1.0

1
国枝　慎吾

（くにえだ　しんご）
車いすテニス

2
上地　結衣

（かみじ　ゆい）
車いすテニス▲ 1.4

▲ 5.3

4
一ノ瀬　メイ

（いちのせ　めい）
水泳0.4

5
辻　沙絵

（つじ　さえ）　※
▲ 1.1 陸上競技

6
山本　篤

（やまもと　あつし）
2.7 陸上競技

7
池崎　大輔

（いけざき　だいすけ）
▲ 0.9 ウィルチェアーラグビー

8
別所　キミヱ

（べっしょ　きみえ）
卓球▲ 1.3

9
藤本　怜央

（ふじもと　れお）
車椅子バスケットボール▲ 0.1

10
山田　拓朗

（やまだ　たくろう）
水泳▲ 1.4

11
廣瀬　順子

（ひろせ　じゅんこ）
柔道▲ 0.3

カヌー

12
木村　敬一

（きむら　けいいち）
水泳▲ 0.2

20
瀬立　モニカ

（せりゅう　もにか）

13
藤井　新悟

（ふじい　しんご）
車椅子バスケットボール

陸上競技

水泳

陸上競技

柔道

ゴールボール

柔道▲ 0.3

▲ 0.3

14

15

16

17

18

19

▲ 0.3

鈴木　徹
（すずき　とおる）

池　愛里

（いけ　あいり）

道下　美里

（みちした　みさと）

正木　健人

（まさき　けんと）

浦田　理恵

（うらた　りえ）

廣瀬　誠
（ひろせ　まこと）

▲ 0.6

▲ 0.2

▲ 0.3

▲ 0.7

▲ 0.5
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２． 平昌大会出場のパラリンピアンの認知度                                   

 

平昌大会に出場した選手を対象にした設問では、最も知られている選手は、「成田緑夢」で

あり、「知っている」「聞いたことがある」を合わせると、50.9％（知っている：29.2％、聞いたことが

ある：21.7％）であった（図表２）。ついで、「村岡桃佳」の 9.6％（知っている：3.6％、聞いたこと

がある：6.0％）、「南雲啓佑」の 9.0％（知っている：2.0％、聞いたことがある：7.0％）、「山本篤」

の 6.9％（知っている：2.6％、聞いたことがある：4.3％）、「新田佳浩」の 4.9％（知っている：1.7

％、聞いたことがある：3.2％）だった。 

「知っている」「聞いたことがある」と答えた回答者を対象に実施競技についてたずねたとこ

ろ、もっとも正答率が高かったのは、「成田緑夢（スノーボード）」（84.1％）、ついで、「村岡桃佳

（アルペンスキー）」（48.0％）、「森井大輝（アルペンスキー）」（25.0％）、「新田のんの（クロスカ

ントリー／バイアスロン）」（23.0％）、「狩野亮（アルペンスキー）」（22.5％）であった。 
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図表 2 平昌 2018 パラリンピック出場選手の認知度と正答率（上位 20 位） 

 

 

 

（％）

NO 氏名 全体(N) 知っている
聞いたことが

ある
知らない 競技名 正答率

1
成田　緑夢

（なりた　ぐりむ）
2,060 29.2 21.7 49.1 スノーボード 84.1

2
村岡　桃佳

（むらおか　ももか）
2,060 3.6 6.0 90.4 アルペンスキー 48.0

3
南雲　啓佑

（なぐも　けいすけ）
2,060 2.0 7.0 91.0 アイスホッケー 9.1

4
山本　篤

（やまもと　あつし）
2,060 2.6 4.3 93.1 スノーボード 12.0

5
新田　佳浩

（にった　よしひろ）
2,060 1.7 3.2 95.1

クロスカントリー/

バイアスロン
21.0

6
石井　英明

（いしい　ひであき）
2,060 1.4 3.3 95.3 アイスホッケー 11.3

7
上原　大祐

（うえはら　だいすけ）
2,060 1.5 3.2 95.4 アイスホッケー 11.6

8
小栗　大地

（おぐり　だいち）
2,060 1.2 3.4 95.4 スノーボード 13.7

9
佐藤　圭一

（さとう　けいいち）
2,060 1.5 3.1 95.4

クロスカントリー/

バイアスロン
11.7

10
阿部　友里香

（あべ　ゆりか）
2,060 1.0 3.4 95.5

クロスカントリー/

バイアスロン
18.5

11
高橋　幸平

（たかはし　こうへい）
2,060 1.3 3.1 95.6 アルペンスキー 12.2

12
福島　忍

（ふくしま　しのぶ）
2,060 1.2 3.1 95.7 アイスホッケー 9.1

13
森井　大輝

（もりい　たいき）
2,060 1.1 3.0 95.9 アルペンスキー 25.0

14
堀江　航

（ほりえ　わたる）
2,060 0.8 3.1 96.1 アイスホッケー 17.3

15
狩野　亮

（かのう　あきら）
2,060 1.2 2.7 96.1 アルペンスキー 22.5

16
須藤　悟

（すどう　さとる）
2,060 1.0 2.7 96.3 アイスホッケー 21.1

17
新田　のんの

（にった　のんの）
2,060 1.3 2.3 96.4

クロスカントリー/

バイアスロン
23.0

18
鈴木　猛史

（すずき　たけし）
2,060 1.0 2.6 96.5 アルペンスキー 17.8

19
夏目　堅司

（なつめ　けんじ）
2,060 0.9 2.5 96.6 アルペンスキー 15.7

20
廣瀬　進

（ひろせ　すすむ）
2,060 0.9 2.5 96.6 アイスホッケー 10.0
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３． パラリンピックの観戦                                   

  

１）観戦形態 

平昌大会をテレビやインターネットで観戦したかについてたずねたところ、「テレビのニュー

ス番組で観た」が 45.6％で最も多く、「観た」と回答したなかで多かったのは、ついで「テレビで

中継番組を観た」（32.8％）、「テレビの選手・競技を紹介した特集番組を観た」（11.2％）であっ

た（図表３）。前々回調査（2014 年度実施）、前回調査（2016 年度実施）からの経年変化をみる

と、「テレビで中継番組を観た」「インターネット動画で中継を観た」「インターネット動画でニュ

ース番組を観た」「インターネット動画で選手・競技を紹介した特集番組を観た」が増加傾向で

あった。 

 

図表 3 平昌 2018 パラリンピックの観戦形態 

 

  

1. テレビで中継番組を観た

2. テレビのニュース番組で観た

3. テレビの選手・競技を紹介した特集番組を観た

4. インターネット動画で中継を観た

5. インターネット動画でニュース番組を観た

6. インターネット動画で選手・競技を紹介した特集
番組を観た

7. （テレビやインターネットの）その他の方法で観戦
した

8. テレビやインターネットで観戦しなかった

32.8 

45.6 

11.2 

1.7 

3.1 

1.3 

0.6 

38.6 

30.3 

46.8 

13.0 

1.5 

2.0 

0.9 

0.6 

39.5 

22.3 

46.7 

6.5 

0.8 

1.7 

0.8 

0.3 

41.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

2018年

2016年

2014年
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２）観戦種目 

テレビやインターネットで平昌大会を観戦した人のうち、観戦競技についてたずねたところ、

「スノーボード」が 49.8％で最も多く、ついで、「アルペンスキー」（34.7％）、「クロスカントリー／

バイアスロン」（16.7％）、「アイスホッケー」（12.3％）であった（図表４）。観戦した人の約半数が

「スノーボード」を観ていた。「わからない」は 28.5％であった。 

 

図表 4 平昌 2018 パラリンピックの観戦種目 

 

 

  

1 スノーボード

2 アルペンスキー

3 クロスカントリー/バイアスロン

4 アイスホッケー

5 車いすカーリング

6 わからない

49.8 

34.7 

16.7 

12.3 

4.0 

28.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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３）観戦後の意識変容 

テレビやインターネットで平昌 2018 パラを観戦した人のうち、観戦した感想についてたずね

たところ、最も多かったのが「アスリートとして非常に優れていると感じた」であった（図表５）。

「よく当てはまる」（29.5％）と「やや当てはまる」（40.0％）を合わせると約 7 割であった。ついで、

「障害の有無にかかわらず、スポーツは一緒にできると感じた」が 65.6％（よく当てはまる：20.9

％、やや当てはまる：44.7％）、「障害者への偏見がなくなった、身近な存在に感じた」が 61.5

％（よく当てはまる：15.1％、やや当てはまる：46.4％）であった。「2020 年東京パラリンピックを

直接観戦したい」は 35.2％（よく当てはまる：9.3％、やや当てはまる：25.9％）であった。前回調

査と同様の傾向を示した。 

図表 5 平昌 2018 パラリンピック観戦後の意識変容 

  

観戦の感想 年度 N

2018 1,264

2016 1,247

2018 1,264

2016 1,247

2018 1,264

2016 1,247

2018 1,264

2016 1,247

2018 1,264

2016 1,247

2018 1,264

2016 1,247

2018 1,264

2016 1,247

2018 1,264

2016 1,247

2018 1,264

2016 1,247

2018 1,264

2016 1,247

6

7

8

9

10

1

2

3

4

5

2020年東京パラリンピックにボランティ
アとしてかかわりたい

アスリートとして非常に優れていると感
じた

障害の有無にかかわらず、スポーツ
は一緒にできると感じた

障害者への偏見がなくなった、身近な
存在に感じた

障害者と話がしたい、もっと知りたいと
思った

障害者スポーツをテレビやインター
ネットで観戦したい

障害者スポーツを直接観戦したい

2020年東京パラリンピックを直接観戦
したい

障害者スポーツを体験したい

障害者スポーツのボランティアをした
い

6.7 

5.9 

4.6 

3.8 

9.3 

9.1 

3.3 

4.3 

3.9 

3.9 

3.6 

3.3 

29.5 

28.2 

20.9 

21.6 

15.1 

15.4 

8.2 

7.9 

37.4 

37.1 

21.4 

22.5 

25.9 

26.1 

18.1 

16.8 

19.3 

17.1 

15.9 

17.2 

40.0 

41.3 

44.7 

43.4 

46.4 

46.3 

33.9 

34.8 

43.3 

44.4 

53.8 

55.2 

44.9 

46.6 

53.4 

54.1 

53.2 

56.8 

51.8 

52.7 

20.6 

22.3 

24.0 

25.7 

28.8 

29.0 

44.9 

46.3 

12.6 

12.6 

20.3 

18.5 

19.9 

18.1 

25.2 

24.8 

23.6 

22.2 

28.7 

26.9 

9.9 

8.2 

10.4 

9.4 

9.7 

9.3 

13.1 

11.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく当てはまる やや当てはまる あまり当てはまらない まったく当てはまらない
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４． スポーツとの接点                                    

 

１）障害のない人がスポーツを行う光景 

日常生活のなかで障害のない人がスポーツを行う光景をみることがあるかについてたずね

たところ、「ウォーキング」（54.4％）が最も多く、ついで、「ジョギング・ランニング」（48.2％）、「サ

イクリング」（32.0％）、「野球（キャッチボールを含む）」（28.8％）、「サッカー（フットサルを含む）」

（26.7％）、「体操（軽い体操、ラジオ体操など）」（26.4％）であった（図表６）。前々回調査（2014

年度実施）、前回調査（2016 年度実施）からの経年変化をみると、「ウォーキング」「ジョギング・

ランニング」「サイクリング」が減少傾向であった。 

 
図表 6 日常生活のなかでみることがあるスポーツの光景 

  

1 ウォーキング

2 ジョギング・ランニング

3 サイクリング

4 野球（キャッチボールを含む）

5 サッカー（フットサルを含む）

6 体操（軽い体操、ラジオ体操など）

7 テニス（ソフトテニスを含む）

8 ゲートボール

9 ゴルフ

10 グラウンド・ゴルフ

11 バドミントン

12 なわとび

13 ソフトボール

14 上記のスポーツの光景をみることはない

54.4 

48.2 

32.0 

28.8 

26.7 

26.4 

23.1 

18.0 

16.9 

12.9 

11.6 

11.4 

9.3 

34.6 

67.1 

58.8 

34.3 

27.6 

22.9 

24.4 

20.6 

16.5 

12.9 

10.0 

7.3 

8.1 

6.2 

20.4 

68.6 

61.2 

36.8 

33.6 

26.7 

23.7 

22.1 

19.8 

16.1 

11.7 

7.2 

9.1 

8.0 

17.3 

0% 20% 40% 60% 80%

2018年

2016年

2014年
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２）障害のある人がスポーツを行う光景・種目 

日常生活のなかで、障害のある人がスポーツを行う光景をみることがあるのは、9.4％であっ

た（図表７）。そのなかで、みることがあるスポーツの種目は、「バスケットボール」が最も多く、つ

いで、「ジョギング・ランニング」「水泳」「サッカー」「テニス」であった（図表８）。 

 

図表 7 障害のある人がスポーツを行う光景をみることの有無 

 

 
図表 8 障害のある人がスポーツを行う光景でみる種目一覧 

 

9.4 

6.0 

7.6 

90.6 

94.0 

92.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2018年

2016年

2014年

障害のある人がスポーツを行う光景をみることがある

障害のある人がスポーツを行う光景をみることはない

種目 件数 種目 件数 種目 件数

1位 バスケットボール 48 バスケットボール 28 ジョギング・ランニング 51

2位 ジョギング・ランニング 36 テニス 21 バスケットボール 50

3位 水泳 19 ジョギング・ランニング 20 テニス 22

4位 サッカー 9 サッカー 16

5位 水泳 12

6位 野球 11

7位 ウォーキング 9

8位 卓球 6 サイクリング 6 ゲートボール 6

9位 ゴルフ 5 卓球 4

10位

ゲートボール
スノーボード
バドミントン
フライングディスク

4 バレーボール 3

ゲートボール
卓球

5

順位
2018年度(N=245) 2016年度(N=152) 2014年度(N=157)

サッカー
テニス

18

陸上競技
水泳
ウォーキング

8
ウォーキング
陸上競技

17
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３）身近にいる障害のある人 

身近に障害のある人がいるかについてたずねたところ、「身近に障害のある人はいない」が

76.6％で最も多く、ついで、「親族に障害のある人がいる」（10.6％）、「友人・知人に障害のあ

る人がいる」（8.1％）であった。「自分自身が障害者である」は 2.6％であった（図表９）。 

 

図表 9 身近にいる障害のある人の有無 

 

  

1 自分自身が障害者である

2 親族に障害のある人がいる

3 職場に障害のある人がいる

4 友人・知人に障害のある人がいる

5 身近に障害のある人はいない

2.6 

10.6 

4.4 

8.1 

76.6 

0% 20% 40% 60% 80%



17 

 

５． 二次分析                             
 

１）性別、年代別にみる認知度 

リオ大会に出場したパラリンピアンのうち、最も認知度が高かった「国枝慎吾」と、平昌大会

に出場したパラリンピアンのうち、最も認知度が高かった「成田緑夢」について、性別、年代別

に分析した。 

「国枝慎吾」の認知度は、性別でみると、男性が 1％水準で優位に高かった。性別／年代別

にみると、「男性 20 代」「男性 30 代」が１％水準で有意に高く、「女性 20 代」が１％水準で有意

に低かった（図表 10）。 

「成田緑夢」の認知度は、性別でみると、女性が１％水準で有意に高く、性別／年代別では、

「女性 20 代」「女性 30 代」「女性 40 代」が１％水準で有意に高く、「男性 50 代」「男性 60 代以

上」が１％水準で有意に低かった（図表 11）。 

 

図表 10 「国枝慎吾」の性別・年代別の認知度 

（％）

全体 知っている 聞いたことがある 知らない 全体 車いすテニス

2,060 17.5 11.2 71.3 592 77.9

男性 1,030 ▲20.1 11.6 ▼68.3 326 △81.6

女性 1,030 ▼15.0 10.9 ▲74.2 266 ▽73.3

20代 412 17.7 ∴14.1 68.2 131 ▼63.4

30代 412 ∴20.9 ▲15.0 ▼64.1 148 75.7

40代 412 17.0 ▽8.0 ∴75.0 103 78.6

50代 412 17.7 ∵8.7 73.5 109 ▲88.1

60代以上 412 ∵14.3 10.2 △75.5 101 ▲88.1

男性20代 206 ▲25.2 ▲17.5 ▼57.3 88 ▽68.2

男性30代 206 ▲24.8 ∴15.5 ▼59.7 83 81.9

男性40代 206 18.9 ▼4.4 ∴76.7 48 81.3

男性50代 206 17.5 8.3 74.3 53 △90.6

男性60代以上 206 14.1 12.1 73.8 54 ▲94.4

女性20代 206 ▼10.2 10.7 △79.1 43 ▼53.5

女性30代 206 17.0 14.6 68.4 65 ∵67.7

女性40代 206 15.0 11.7 73.3 55 76.4

女性50代 206 18.0 9.2 72.8 56 85.7

女性60代以上 206 14.6 8.3 ∴77.2 47 80.9

全体

性
別

年
代
別

性
別
／
年
代
別

【国枝　慎吾（くにえだ　しんご）】
[全体との差の検定]

有意水準

1%
5%
10%

高

▲
△
∴

低

▼
▽
∵
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図表 11 「成田緑夢」の性別・年代別の認知度 

 

 

２）スポーツとの接点 

日常生活のなかで、障害のある人とない人のスポーツを行う光景の関係性についてみると、

障害のない人がスポーツを行う光景をみることがある人の方が、障害のある人がスポーツを行

う光景をみることについて、１％水準で有意に高かった（図表 12）。 

  

図表 12 日常生活で障害のある人とない人がスポーツを行う光景の関係性 

（％）

全体 知っている 聞いたことがある 知らない 全体 スノーボード

2,060 29.2 21.7 49.1 1,049 84.1

男性 1,030 ▼21.9 21.7 ▲56.3 450 82.4

女性 1,030 ▲36.4 21.7 ▼41.8 599 85.3

20代 412 31.6 21.1 47.3 217 ▼77.4

30代 412 ▲38.3 22.3 ▼39.3 250 84.0

40代 412 ∴33.0 22.8 ▽44.2 230 85.2

50代 412 ▼23.8 23.3 ∴52.9 194 86.1

60代以上 412 ▼19.2 19.2 ▲61.7 158 ∴89.2

男性20代 206 24.3 20.9 ∴54.9 93 ∵76.3

男性30代 206 33.5 22.8 43.7 116 82.8

男性40代 206 25.2 23.3 51.5 100 83.0

男性50代 206 ▼16.5 24.3 ▲59.2 84 84.5

男性60代以上 206 ▼10.2 17.5 ▲72.3 57 87.7

女性20代 206 ▲38.8 21.4 ▼39.8 124 ∵78.2

女性30代 206 ▲43.2 21.8 ▼35.0 134 85.1

女性40代 206 ▲40.8 22.3 ▼36.9 130 86.9

女性50代 206 31.1 22.3 46.6 110 87.3

女性60代以上 206 28.2 20.9 51.0 101 90.1

【成田　緑夢（なりた　ぐりむ）】

全体

性
別

年
代
別

性
別
/
年
代
別

[全体との差の検定]

有意水準

1%
5%
10%

高

▲
△
∴

低

▼
▽
∵

（％）

全体 みることがある みることがない

2,060 9.4 90.6

みることがある 1,348 ▲12.9 ▼87.1

みることがない 712 ▼2.8 ▲97.2

日常生活で、障害のある人が
スポーツを行う光景

全体

日常生活で、障害のない人が、

スポーツを行う光景

[全体との差の検定]

有意水準

1%
5%
10%

高

▲
△
∴

低

▼
▽
∵
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３）パラリンピックの観戦形態 

身近に障害のある人がいるかどうかでパラリンピックの観戦形態を分析すると、「自分以外の

身近な人に障害者がいる」では、「テレビで中継番組を観た」「テレビのニュース番組で観た」

「テレビの選手・競技を紹介した特集番組を観た」「（テレビやインターネットの）その他の方法

で観戦した」が1％水準で有意に高かった（図表13）。 

一方で、「身近に障害のある人はいない」では、「テレビで中継番組を観た」「テレビのニュー

ス番組で観た」「テレビの選手・競技を紹介した特集番組を観た」「インターネット動画で選手・

競技を紹介した特集番組を観た」「（テレビやインターネットの）その他の方法で観戦した」が1

％水準で有意に低かった。 

 

図表 13 身近に障害のある人がいるかどうかでみるパラリンピックの観戦形態 
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2,071 32.8 45.6 11.2 1.7 3.1 1.3 0.6 38.6

自分自身が障害者である 53 32.1 43.4 7.5 3.8 5.7 △5.7 0.0 41.5

自分以外の身近な人に障害者がいる 441 ▲39.2 ▲54.0 ▲16.1 2.7 △4.8 △2.5 ▲0.9 ▼29.5

身近に障害のある人はいない 1,577 ▼31.1 ▼43.4 ▼9.9 ∵1.4 ▽2.5 ▼0.9 ▼0.5 ▲41.0

全体

あなたの身近に障害の
ある人がいますか。
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４）パラリンピック観戦の感想 

身近に障害のある人がいるかどうかでパラリンピック観戦についての感想を分析した。「自分

自身が障害者である」では、「障害者スポーツをテレビやインターネットで観戦したい」「障害者

スポーツを直接観戦したい」「障害者スポーツを体験したい」「障害者と話がしたい、もっと知り

たいと思った」が「よく当てはまる」において1％水準で有意に高かった（図表14）。「自分以外

の身近な人に障害者がいる」では、「障害者スポーツをテレビやインターネットで観戦したい」

「障害者スポーツを直接観戦したい」「障害者スポーツを体験したい」「障害者スポーツのボラ

ンティアをしたい」「アスリートとして非常に優れていると感じた」「障害の有無にかかわらず、ス

ポーツは一緒にできると感じた」「障害者への偏見がなくなった、身近な存在に感じた」「障害

者と話がしたい、もっと知りたいと思った」が「よく当てはまる」において1％水準で有意に高かっ

た。 

一方で、「身近に障害のある人はいない」では、「障害者スポーツをテレビやインターネット

で観戦したい」「障害者スポーツを直接観戦したい」「障害者スポーツを体験したい」「障害者ス

ポーツのボランティアをしたい」「アスリートとして非常に優れていると感じた」「障害の有無にか

かわらず、スポーツは一緒にできると感じた」「障害者への偏見がなくなった、身近な存在に感

じた」「障害者と話がしたい、もっと知りたいと思った」が「よく当てはまる」において1％水準で有

意に低かった。 
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図表 14 身近に障害のある人がいるかどうかでみる観戦後の感想 

  

（％）

Ｎ
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当

て
は

ま
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や
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る

あ
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て
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ま
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当

て
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ま
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全体 1,272 6.7 37.4 43.3 12.6

自分自身が障害者である 31 ▲25.8 45.2 ▽19.4 9.7

自分以外の身近な人に障害者がいる 311 ▲12.9 △43.4 ▼34.1 ∵9.6

身近に障害のある人はいない 930 ▼4.2 ▽35.4 ▲46.8 ∴13.7

全体 1,272 4.6 21.4 53.8 20.3

自分自身が障害者である 31 ▲16.1 ▲41.9 ▽32.3 9.7

自分以外の身近な人に障害者がいる 311 ▲8.0 ▲28.6 ▽47.6 ▽15.8

身近に障害のある人はいない 930 ▼3.1 ▼18.6 ▲56.2 △22.0

全体 1,272 9.3 25.9 44.9 19.9

自分自身が障害者である 31 19.4 38.7 29.0 12.9

自分以外の身近な人に障害者がいる 311 △13.2 △30.5 ∵40.5 ▽15.8

身近に障害のある人はいない 930 ▼7.7 ▽24.2 ∴46.6 △21.5

全体 1,272 3.3 18.1 53.4 25.2

自分自身が障害者である 31 ▲16.1 29.0 ∵35.5 19.4

自分以外の身近な人に障害者がいる 311 ▲6.1 ▲23.8 52.4 ▼17.7

身近に障害のある人はいない 930 ▼2.2 ▼15.9 54.2 ▲27.7

全体 1,272 3.9 19.3 53.2 23.6

自分自身が障害者である 31 △12.9 29.0 ∵35.5 22.6

自分以外の身近な人に障害者がいる 311 ▲7.1 ▲25.1 ∵48.2 ∵19.6

身近に障害のある人はいない 930 ▼2.7 ▼17.3 △55.2 24.8

全体 1,272 3.6 15.9 51.8 28.7

自分自身が障害者である 31 9.7 25.8 38.7 25.8

自分以外の身近な人に障害者がいる 311 △5.8 ∴19.3 49.2 25.7

身近に障害のある人はいない 930 ▽2.8 ∵14.6 52.9 29.7

全体 1,272 29.5 40.0 20.6 9.9

自分自身が障害者である 31 ∴45.2 32.3 19.4 3.2

自分以外の身近な人に障害者がいる 311 ▲37.9 40.8 ▼14.5 ▽6.8

身近に障害のある人はいない 930 ▼26.5 39.9 ▲22.6 △11.1

全体 1,272 20.9 44.7 24.0 10.4

自分自身が障害者である 31 ∴35.5 41.9 19.4 3.2

自分以外の身近な人に障害者がいる 311 ▲27.7 45.7 21.5 ▼5.1

身近に障害のある人はいない 930 ▼18.3 44.4 24.9 ▲12.4

全体 1,272 15.1 46.4 28.8 9.7

自分自身が障害者である 31 △32.3 32.3 32.3 3.2

自分以外の身近な人に障害者がいる 311 ▲23.2 46.0 25.4 ▼5.5

身近に障害のある人はいない 930 ▼12.0 46.9 29.8 ▲11.3

全体 1,272 8.2 33.9 44.9 13.1

自分自身が障害者である 31 ▲25.8 38.7 32.3 3.2

自分以外の身近な人に障害者がいる 311 ▲15.4 37.6 ▽39.5 ▼7.4

身近に障害のある人はいない 930 ▼5.6 ∵32.4 △46.9 ▲15.2

アスリートとして非常に優れていると感じ
た

障害の有無にかかわらず、スポーツは一

緒にできると感じた

障害者と話がしたい、もっと知りたいと

思った

障害者への偏見がなくなった、身近な存
在に感じた

障害者スポーツをテレビやインターネット
で観戦したい

障害者スポーツを直接観戦したい

2020年東京パラリンピックを直接観戦した

い

障害者スポーツを体験したい

2020年東京パラリンピックにボランティア
としてかかわりたい

障害者スポーツのボランティアをしたい

（％） 



22 

 

身近に障害のある人がいるかどうかで障害のある人がスポーツを行う光景をみることがある

かについて分析すると、障害のある人がスポーツを行う光景をみることがあるのは、「自分自身

が障害者である」では24.5％、「自分以外の身近な人に障害者がいる」では20.2％、「身近に

障害のある人はいない」では、6.0％であった（図表15）。 

 

図表 15 身近に障害のある人がいるかどうかでみる 

障害のある人がスポーツを行う光景をみることの有無 

  

24.5 

20.2 

6.0 

75.5 

79.8 

94.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分自身が障害者である(N=53)

自分以外の身近な人に障害者がいる(N=441)

身近に障害のある人はいない(N=1,577)

障害のある人がスポーツを行う光景をみることがある 障害のある人がスポーツを行う光景をみることがない
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日常生活のなかで、障害のある人がスポーツを行う光景をみることがあるかどうかで大会の

観戦形態について分析すると、全項目で、日常生活のなかで障害のある人がスポーツを行う

光景をみることがある人の方が、パラリンピックをテレビやインターネットで観た人が多く、「テレ

ビのニュース番組で観た」以外の項目で有意差がみられた（図表 16）。 

 

図表16 日常生活のなかで障害のある人がスポーツを行う光景をみることの有無別にみる 

平昌 2018 パラリンピック大会の観戦形態 
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2,060 32.8 45.6 11.2 1.7 3.1 1.3 0.6 38.6

ある 194 △40.2 43.8 △16.0 ▲10.3 ▲10.8 ▲5.7 ▲4.1 ▽29.9

ない 1,866 ▽32.0 45.8 ▽10.7 ▼0.9 ▼2.3 ▼0.9 ▼0.2 △39.5

全体

あなたは日常生活のなかで、障害のある人がス
ポーツを行う光景をみることがありますか。
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６． まとめ                               

 

2016年度に実施したYMFS「パラリンピアンに対する社会的認知度調査」では、調査当時、7

社のテレビコマーシャルに出演し、年間グランドスラムを計5回も達成している「国枝慎吾」が

「知っている」「聞いたことがある」を合わせた認知度で最も高かった。本調査では、リオ大会に

出場した選手、平昌大会に出場した選手の認知度をそれぞれたずねた。 

リオ大会に出場した選手のなかで、大会終了から2年が経過した今でも、最も認知度が高か

ったのは、変わらず「国枝慎吾」であった。「国枝慎吾」をはじめ、「上地結衣」「成田真由美」

「一ノ瀬メイ」と認知度調査の上位陣の顔ぶれは変わっていないが、総じて減少傾向にあった。

そのなかで、2.7ポイントの増加傾向を示したのが「山本篤」である。「山本篤」は、リオ大会に続

き、平昌大会でも「スノーボード」日本代表としてパラリンピックに出場した。2020年東京大会の

開催が決定した2013年以降、夏季大会（リオ大会・2016年）、冬季大会（平昌大会・2018年）に

出場した唯一のパラリンピアンであり、リオ大会では、陸上競技で走り幅跳び・銀メダル、400m

リレー・銅メダルを獲得した。その後も、平昌大会の開催前後で継続的にメディア出演したこと

もあり、認知度が向上したと推察できる。 

なお、本調査における「山本篤」は、リオ大会と平昌大会に出場したパラリンピアンとして、両

大会の調査対象者として名前が挙がっているが、リオ大会の認知度が8.3％（「知っている」2.1

％、「聞いたことがある」6.2％）、平昌大会の認知度が6.9％（「知っている」2.6％、「聞いたこと

がある」4.3％）と、同一人物ながら誤差が生じていることがわかる。調査回答者のなかには、調

査対象一覧に並んでいる他の選手名に想起されて回答していることも考えられ、そうした回答

者のなかには、リオ大会と平昌大会の「山本篤」を別人物として認識しているケースも考えられ

る。 

平昌大会に出場した選手のなかで、最も認知度が高かったのは、「成田緑夢」の50.9％

（「知っている」29.2％、「聞いたことがある」21.7％）で、ついで「村岡桃佳」の9.6％（「知ってい

る」3.6％、「聞いたことがある」6.0％）、「南雲啓佑」の9.0％（「知っている」2.0％、「聞いたこと

がある」7.0％）であった。実施競技の正答率が最も高かったのは、「成田緑夢」（84.1％）で、つ

いで「村岡桃佳」（48.0％）、「森井大輝」（25.0％）と、上位3位はメダリストが占めた。平昌大会

終了後に、メディアで取り上げられる機会が多かったことも影響していると考えられる。認知度

を性別・年代別に分析すると、リオ大会で最も認知度が高かった「国枝慎吾」は男性20代～30

代の認知度が有意に高かった。一方で、平昌大会で最も認知度が高かった「成田緑夢」は、

前述のとおり過半数で認知され、特に女性20代～40代の認知度が有意に高かった。 

パラリンピックの観戦形態を経年でみると、「テレビで中継番組を観た」「インターネット動画

で中継を観た」「インターネット動画でニュース番組を観た」「インターネット動画で選手・競技を

紹介した特集番組を観た」が、2014年度、2016年度、2018年度と増加傾向にあった。インター

ネット動画による観戦が増加しているのは、選手自身が情報発信できるソーシャルメディアが

世間に浸透していることが一因だと推し量ることもできる。 

観戦種目をみると、前回調査では「水泳」（41.1％）が最も多く、ついで「車いすテニス」（40.1

％）、「陸上競技」（32.6％）であった。平昌大会では、「スノーボード」（49.8％）が最も多く、つ

いで「アルペンスキー」（34.7％）であった。冬季大会の種目数は夏季大会に比べて、限られて

いるとはいえ、観戦者の約半数が「スノーボード」を観戦したのは、「成田緑夢」の活躍と無縁と
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は言えないであろう。観戦はしたが、観戦種目が「わからない」と回答した人も約3割おり、前回

調査（15.2％）よりも、観戦が“受動的”になったことを示唆している。 

平昌大会観戦後の意識変容については、前回調査からの変化はみられなかった。

YMFS[テレビメディアによる障害者スポーツ情報発信環境調査]（2016年度）でも明らかになっ

たように、東京2020大会の開催が決定した2013年を境に、テレビメディアにおける「障害者ス

ポーツ」「パラリンピック」の放送時間は急増している。その一方で、それらを観戦している人の

意識にそれほど大きな変化がみられないのは、多くの人が観戦していない、または関心を持っ

て観戦している人が少ないことが推察でき、2年後に控えた東京大会に向けては、不安要素の

一つと言えるだろう。 

（小淵和也） 

 

【参考】平昌パラリンピック 日本人メダリスト一覧 

    

NO 氏名 競技名 メダル

1 村岡桃佳 女子大回転(座位) 金

2 村岡桃佳 女子滑降(座位) 銀

3 村岡桃佳 女子回転(座位) 銀

4 村岡桃佳 女子複合コンビ(座位) 銅

5 村岡桃佳 女子スーパー大回転(座位) 銅

6 成田 緑夢 男子バンクドスラローム(LL2) 金

7 成田 緑夢 男子スノーボードクロス(LL2) 銅

8 新田 佳浩 男子10kmクラシカル立位 金

9 新田 佳浩 男子1.5㎞クラシカル立位 銀

10 森井 大輝 男子滑降(座位） 銀


